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今
か
ら
２

年
ほ
ど
前
の

こ
と
。
愛
媛

県
の
名
産
品

を
集
め
た
フ

ェ
ア
が
関
西

の
ス
ー
パ
ー

で
開
か
れ
た
。
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
に
訪
れ
た
中
村
時

広
知
事
は
「
今
日
は
財
布

の
紐
を
緩
め
て
、
た
く
さ

ん
買
っ
て
く
だ
さ
い
」と
、

に
こ
や
か
に
呼
び
か
け
て

い
た
▼
そ
の
知
事
が
吠
え

た
。
相
手
は
国
家
の
中
枢

で
あ
る
。
知
事
が
切
り
札

と
し
て
取
り
出
し
た
柳
瀬

唯
夫
元
内
閣
総
理
大
臣
秘

書
官
の
名
刺
は
先
日
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
白
日

の
下
に
さ
ら
さ
れ
た
。
一

地
方
の
県
が
国
に
噛
み
つ

い
た
と
い
う
構
図
に
、
愛

媛
県
民
な
ら
ず
と
も
多
く

の
国
民
が
溜
飲
を
下
げ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼

「
子
供
の
使
い
で
行
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
」

「
う
そ
は
他
人
を
巻
き
込

む
」
な
ど
分
か
り
や
す
い

言
葉
で
的
確
に
反
論
し
た

こ
と
も
、
不
明
瞭
で
真
実

味
の
な
い
柳
瀬
元
秘
書
官

の
答
弁
に
イ
ラ
イ
ラ
を
募

ら
せ
て
い
た
国
民
の
共
感

を
呼
ん
だ
。
職
員
を
信
頼

し
、
守
る
姿
勢
に
理
想
の

リ
ー
ダ
ー
像
を
見
い
だ
す

論
調
も
聞
こ
え
て
く
る
▼

翻
っ
て
、柳
瀬
答
弁
を「
記

憶
を
呼
び
起
こ
し
誠
実
に

答
え
て
い
た
」
と
評
し
た

安
倍
首
相
。
子
供
の
使
い

よ
り
も
的
外
れ
な
見
解
を

示
す
国
の
リ
ー
ダ
ー
に
、

財
布
の
紐
が
緩
む
よ
う
な

経
済
活
性
化
策
を
期
待
し

て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

政
府
が
検
討
し
て
い
る
次
期
消
費
増
税
時
（
１９
年
１０
月
）
の
需
要
変
動
対
策
が
先
週
相
次
い

で
報
じ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
食
品
業
界
に
動
揺
が
広
が
っ
て
い
る
。
増
税
前
後
に
生
じ
る
駆

け
込
み
需
要
と
反
動
減
の
抑
制
に
向
け
、
前
回
増
税
時
（
１４
年
４
月
）
に
禁
止
し
た
消
費
税
還

元
セ
ー
ル
の
解
禁
な
ど
を
目
指
す
も
の
だ
が
、
検
討
案
の
中
に
「
総
額
表
示
の
推
奨
」
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
額
表
示
か
ら
税
別
表
示
へ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
デ
フ
レ
脱
却
の
糸

口
を
つ
か
ん
だ
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
反
発
は
必
至
だ
。

需
要
変
動
対
策
の
検
討
は

４
月
に
新
設
さ
れ
た
関
係
省

庁
会
議
（
消
費
税
率
引
上
げ

に
よ
る
需
要
変
動
の
平
準
化

に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
、
以
下
Ｔ
Ｆ
）
の
中
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
設
置
が
決
ま
っ
た
２

月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
の

中
で
、
茂
木
敏
充
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
は「（
増
税
前
後

の
需
要
平
準
化
に
向
け
）
税

率
引
上
げ
後
の
一
斉
値
上
げ

で
は
な
く
て
、
弾
力
的
な
価

格
設
定
も
推
奨
す
べ
き
」「
イ

ギ
リ
ス
で
は
そ
の
よ
う
な
価

格
設
定
が
可
能
で
あ
り
、
ま

た
、
内
税
表
記
で
あ
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
消
費
者
の
過
敏

な
反
応
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
消
費
税
還
元
セ
ー
ル
の
解

禁
や
総
額
表
示
の
推
奨
と
い

っ
た
Ｔ
Ｆ
の
具
体
的
検
討
テ

ー
マ
に
つ
な
が
っ
た
。
い
ず

れ
も
前
回
増
税
時
に
施
行
さ

れ
た
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別

措
置
法
に
逆
行
す
る
動
き
だ
。

同
特
措
法
で
は
、
事
業
者

間
の
確
実
な
税
転
嫁
を
目
的

に
、
納
入
業
者
に
対
す
る
買

い
た
た
き
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
消
費
税
還
元
販
促
を
禁

止
す
る
と
と
も
に
、
消
費
マ

イ
ン
ド
に
配
慮
し
て
総
額
表

示
義
務
を
緩
和
。
０４
年
以
前

の
主
流
で
あ
っ
た
税
別
価
格

表
示
を
容
認
し
た
。

こ
の
う
ち
、
消
費
税
還
元

販
促
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、

企
業
の
自
助
努
力
に
基
づ
く

自
由
な
営
業
活
動
を
も
阻
害

す
る
行
き
過
ぎ
た
規
制
と
い

う
見
方
も
根
強
い
が
、
税
別

表
示
の
容
認
に
対
す
る
食
品

製
配
販
三
層
の
評
価
は
き
わ

め
て
高
い
。

日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
協
会
の
川
野
幸
夫
会
長

（
ヤ
オ
コ
ー
会
長
）は
、
昨
年

末
の
記
者
会
見
で
食
品
ス
ー

パ
ー
の
業
績
が
１４
年
以
降
、

堅
調
に
推
移
し
た
最
大
の
要

因
と
し
て
税
別
表
示
へ
の
切

り
替
え
を
挙
げ
、
現
行
制
度

の
恒
久
化
を
求
め
て
い
く
考

え
を
示
し
た
。
日
本
チ
ェ
ー

ン
ス
ト
ア
協
会
、
新
日
本
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
、

日
本
加
工
食
品
卸
協
会
な
ど

も
同
様
の
税
制
改
正
要
望
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
状
況

だ
。昨

年
度
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
年
次
統
計
調
査
に
よ

れ
ば
、
税
別
表
示
を
採
用
す

る
食
品
ス
ー
パ
ー
は
９０
・
９

％
と
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め

て
い
る
。
軽
減
税
率
対
象
の

食
品
の
税
率
は
次
期
消
費
増

税
後
も
８
％
に
据
え
置
か
れ

る
が
、
仮
に
食
品
ス
ー
パ
ー

ら
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
割

高
感
の
あ
る
総
額
表
示
に
切

り
替
え
た
場
合
、
増
税
前
の

駆
け
込
み
特
需
も
な
い
ま
ま

深
刻
な
販
売
不
振
に
見
舞
わ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

０４
年
の
総
額
表
示
の
義
務

化
に
際
し
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

は
値
頃
感
の
維
持
を
目
的
に

割
安
な
食
品
セ
カ
ン
ド
ブ
ラ

ン
ド
の
取
り
扱
い
を
強
化
。

こ
れ
に
よ
っ
て
販
売
量
を
落

と
し
た
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
が

販
促
費
を
積
極
的
に
投
下
し

た
こ
と
で
、
食
料
消
費
者
物

価
指
数
は
垂
直
的
に
落
ち
込

ん
だ
。
そ
の
後
、
穀
物
投
機

な
ど
に
よ
る
０７
～
０８
年
の
原

資
材
価
格
の
高
騰
で
一
時
的

に
持
ち
直
し
た
が
、
０８
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に

デ
フ
レ
傾
向
が
再
発
。
１４
年

の
税
別
表
示
の
容
認
に
至
る

ま
で
価
格
上
昇
の
糸
口
を
つ

か
め
な
い
状
況
が
続
い
た
。

食
品
業
界
は
今
後
、
複
雑

な
軽
減
税
率
制
度
へ
の
対
応

に
向
け
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や

事
業
者
間
取
引
ル
ー
ル
の
整

備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
デ
フ
レ
に
直
結
し
か

ね
な
い
総
額
表
示
の
推
奨
と

い
う
重
大
な
動
き
が
出
て
き

た
こ
と
で
、
軽
減
税
率
対
応

に
遅
れ
が
生
じ
る
恐
れ
も
あ

る
。消

費
税
転
嫁
対
策
特
別
措

置
法
の
期
限
は
２１
年
３
月
３１

日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
が
、

政
府
は
そ
の
改
正
を
視
野
に

入
れ
て
お
り
、
関
係
省
庁
と

接
す
る
食
品
流
通
団
体
等
の

動
き
が
一
挙
に
慌
た
だ
し
く

な
り
そ
う
だ
。
今
月
６
日
以

降
の
Ｔ
Ｆ
関
連
報
道
を
受

け
、
既
に
日
本
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
協
会
は
消
費
税
還

元
販
促
の
緩
和
と
合
わ
せ
た

価
格
表
示
の
恒
久
的
緩
和
を

経
済
産
業
省
に
求
め
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
は

４
月
か
ら
第
六
次
中
期
計
画

（
２
０
１
９
年
３
月
期
～
２１

年
３
月
期
）
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
五
次
中
計
に
続
き「『
食

で
健
康
』
ク
オ
リ
テ
ィ
企
業

へ
の
変
革
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

革
新
な
ど
、
�
お
客
さ
ま
に

対
し
て
�
社
員
と
そ
の
家
族

に
対
し
て
�
社
会
に
対
し
て

�
�
の「
３
つ
の
責
任
」に
お

け
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

「
お
客
さ
ま
に
対
し
て
」

で
は
、
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
幹
を
太
く
す
る
」
。
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
異
な
る
企

業
を
グ
ル
ー
プ
に
迎
え
入
れ

る
こ
と
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
軸
の
展
開
領
域
は
大
き

く
広
が
っ
て
お
り
、
「
足
し

算
」
を
「
掛
け
算
」
に
変
え

る
こ
と
で
、
シ
ナ
ジ
ー
の
創

出
に
つ
な
げ
る
。
具
体
的
に

は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
「
Ｇ
Ｏ

Ｔ
」
と
呼
ぶ
「
グ
ル
ー
プ
横

断
取
り
組
み
」
を
通
じ
、
高

品
質
原
料
の
安
定
調
達
や
最

適
な
生
産
体
制
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
む
。

Ｒ
＆
Ｄ
機
能
の
強
化
、
新

規
事
業
の
創
出
に
も
取
り
組

む
。
新
規
事
業
に
つ
い
て
は

「
涙
の
出
な
い
タ
マ
ネ
ギ
」

な
ど
の
２
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
事
業
化
に
つ
な
げ
る
。

コ
ア
育
成
事
業
と
位
置
付
け

る
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、

米
国
の
豆
腐
事
業
、
中
国
の

カ
レ
ー
事
業
、
タ
イ
の
機
能

性
飲
料
事
業
を
中
心
に
成
長

拡
大
と
基
盤
強
化
に
取
り
組

む
。「

社
員
と
そ
の
家
族
に
対

し
て
」
で
は
、
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
実
現
」
を
テ
ー
マ

に
、
社
員
サ
イ
ド
で
「
働
き

方
変
革
の
実
行
」
、
企
業
サ

イ
ド
で
「
多
彩
な
人
材
の
獲

得
と
活
躍
の
場
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
。
「
社
会
に
対
し

て
」
で
は
、
事
業
を
通
じ
た

「
循
環
型
モ
デ
ル
の
構
築
」
、

食
を
通
じ
た
「
健
康
長
寿
社

会
の
実
現
」
に
取
り
組
む
。

五
次
中
計
の
最
終
年
度
と

な
っ
た
１８
年
３
月
期
の
連
結

業
績
は
売
上
高
２
千
９
１
９

億
円
、
営
業
利
益
１
６
３
億

円
。
と
も
に
中
計
の
連
結
目

標
（
売
上
高
２
千
７
４
０
億

円
、
営
業
利
益
１
５
０
億

円
）
を
達
成
し
た
。
六
次
中

計
の
最
終
年
度
と
な
る
２１
年

３
月
期
に
は
連
結
目
標
と
し

て
売
上
高
３
千
１
０
０
億

円
、
営
業
利
益
２
２
０
億
円

の
達
成
を
目
指
す
。
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味
の
素
、
カ
ゴ
メ
、
日
清

オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
、
日
清

フ
ー
ズ
、
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル

ー
プ
本
社
、
Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ
ａ
ｎ

の
食
品
メ
ー
カ
ー
６
社
は
、

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
九
州

エ
リ
ア
で
共
同
配
送
（
常
温

製
品
）
を
順
次
開
始
す
る
。

配
送
拠
点
と
車
両
の
共
同
利

用
に
よ
り
輸
送
効
率
を
改
善

し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減

を
目
指
す
。

６
社
は
１５
年
か
ら
食
品
企

業
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
の
構
築

を
目
指
し
、
共
同
物
流
体
制

を
検
討
し
て
き
た
。
以
降
、

関
東
・
関
西
間
の
中
距
離
幹

線
輸
送
再
構
築
や
北
海
道
エ

リ
ア
の
共
同
配
送
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ
ａ
ｎ
を
除
く
５
社

は
１９
年
４
月
に
全
国
規
模
の

物
流
会
社
を
発
足
さ
せ
る
こ

と
で
合
意
、
物
流
諸
課
題
へ

の
対
応
を
推
進
し
て
き
た
。

今
回
の
共
同
配
送
は
３
か

所
に
あ
る
拠
点
を
新
た
な
拠

点
に
集
約
し
物
流
効
率
化
を

図
る
。
配
送
拠
点
で
は
、
各

社
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
連
結

し
、
人
手
不
足
に
対
応
す
る

た
め
の
設
備
導
入
も
予
定
し

て
い
る
。
配
送
回
数
が
減
る

た
め
納
品
先
の
荷
受
時
の
負

担
も
軽
減
す
る
と
み
て
い

る
。

明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

松
尾
正
彦
社
長
�
写
真
�
は
１７

日
、
２
０
２
６
年
度
を
目
標
と

す
る
グ
ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「
２
０
２
６
ビ
ジ
ョ
ン

Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｎ
ｄ

ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
～
想

像
以
上
の
明
治
へ
～
」
（
１８
～

２６
年
度
）
と
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
第

１
ス
テ
ー
ジ
と
位
置
付
け
る

「
２
０
２
０
中
期
経
営
計
画
」

（
１８
～
２０
年
度
）
の
概
要
を
発

表
し
た
。
国
内
食
品
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
選
択
と
集
中

を
図
り
、
国
内
と
比
べ

展
開
が
遅
れ
て
い
る
海

外
食
品
に
つ
い
て
は
飛

躍
的
成
長
を
目
指
す
考

え
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
２
０
２
６
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
重
点
方
針
は

「
コ
ア
事
業
で
の
圧
倒
的
優
位

性
の
獲
得
」
「
海
外
市
場
で
の

成
長
基
盤
の
確
立
」
「
健
康
価

値
領
域
で
の
新
た
な
挑
戦
」

「
社
会
課
題
へ
の
貢
献
」
の
４

点
で
、
営
業
利
益
成
長
率
１
ケ

タ
台
半
ば
以
上
（
年
平
均
）
、

海
外
売
上
高
比
率
２０
％
、
Ｒ
Ｏ

Ｅ
１０
％
以
上
の
維
持
が
目
標
。

ま
ず
は
「
２
０
２
０
中
期
経

営
計
画
」
で
連
結
売
上
高
１
兆

３
千
５
０
０
億
円
（
１７
年
度
１

兆
２
千
４
０
８
億
円
）、連
結
営

業
利
益
１
千
２
５
０
億
円
（
９

４
６
億
円
）
、
同
営
業
利
益
率

９
・
３
％
（
７
・
６
％
）
、
海

外
売
上
高
１
千
４
２
０
億
円

（
８
２
２
億
円
）
、
海
外
営
業

利
益
９５
億
円
を
目
指
す
。

主
力
の
国
内
食
品
事
業
に
つ

い
て
は
、
コ
ア
領
域
（
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
栄
養

食
品
）
、
成
長
領
域
（
チ
ー

ズ
、
業
務
用
商
品
、
フ
ロ
ー
ズ

ン
デ
ザ
ー
ト
等
）
、
改
革
領
域

（
牛
乳
、
調
理
食
品
、
グ
ル
ー

プ
会
社
調
理
食
品
等
）
の
３
領

域
に
再
定
義
。
コ
ア
領
域
に
つ

い
て
は
経
営
資
源
を
積
極
投
入

し
、
現
在
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を

さ
ら
に
盤
石
な
も
の
に
す
る
。

成
長
領
域
は
、
次
期
ビ
ジ
ョ
ン

で
の
コ
ア
領
域
化
に
向
け
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
に
挑
戦
。
改
革
領
域

は
、
構
造
改
革
に
よ
る
収
益
改

善
を
図
る
考
え
。

コ
ア
領
域
事
業
の
２０
年
度
売

上
目
標
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
２

千
２
４
０
億
円
（
１７
年
度
２
千

３５
億
円
）
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
１

千
３
０
０
億
円
（
１
千
４０
億

円
）
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
１
千
７９

億
円
（
７
２
０
億
円
）
。
ヨ
ー

グ
ル
ト
は
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
の
持
続
的
成
長
、
「
ブ
ル

ガ
リ
ア
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
の
価
値

向
上
と
新
製
品
投
入
な
ど
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
は
「
健
康
」
「
プ

レ
ミ
ア
ム
」
が
軸
。
ス
ポ
ー
ツ

栄
養
は
生
産
能
力
増
強
に
よ
る

既
存
品
の
拡
大
と
新
商
品
開

発
、
流
動
食
の
市
販
拡
大
を
進

め
て
い
く
。

成
長
領
域
で
は
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
の
伸
長
に
よ
り
チ
ー

ズ
の
売
上
高
を
４
０
５
億
円

（
１７
年
度
３
５
２
億
円
）
に
引

き
上
げ
る
ほ
か
、
フ
ロ
ー
ズ
ン

デ
ザ
ー
ト
は
「
エ
ッ
セ
ル
」
ブ

ラ
ン
ド
の
拡
大
な
ど
で
５
２
１

億
円
（
４
３
０
億
円
）
を
目
指

す
。改

革
領
域
の
牛
乳
は
、
売
上

高
９
４
６
億
円
（
１７
年
度
１
千

７１
億
円
）
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
計

画
だ
が
、
９
０
０
�
新
容
器
を

中
心
と
す
る
「
明
治
お
い
し
い

牛
乳
」
の
売
上
構
成
比
ア
ッ
プ

な
ど
で
収
益
性
を
高
め
、
同
中

計
で
の
黒
字
化
が
目
標
だ
。

海
外
事
業
は
、
既
進
出
エ
リ

ア
の
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
米

国
で
飛
躍
的
な
成
長
を
狙
う

が
、
最
注
力
地
域
と
位
置
付
け

る
の
が
中
国
。
既
存
事
業
で
の

大
幅
成
長
と
Ｅ
Ｃ
の
強
化
、
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
の
新
規
展
開
な
ど

に
よ
り
、
２０
年
度
売
上
高
２
３

０
億
円
（
１７
年
度
１
１
９
億

円
）
と
し
た
。
海
外
食
品
に
つ

い
て
は
Ｍ
＆
Ａ
や
提
携
も
視
野

に
入
れ
、
食
品
事
業
の
２６
年
度

海
外
売
上
高
比
率
を
１０
％
以
上

ま
で
高
め
て
い
く
。

コ
ス
モ
ス
薬
品
は
、
６
月

１
日
付
で
横
山
英
昭
取
締
役

営
業
本
部
長
兼
店
舗
運
営
部

長
が
代
表
取
締
役
社
長
に
昇

格
す
る
人
事
を
決
定
し
た
。

今
５
月
期
は
経
常
減
益
の

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
営
業
畑
の
横
山
氏
主

導
の
下
、
体
制
強
化
を
図
っ

て
い
く
意
向
だ
。

昨
年
新
社
長
に
就
任
し
た

柴
田
太
氏
は
、
わ
ず
か
１
年

余
り
で
退
任
し
、
代
表
権
の

な
い
取
締
役
経
営
企
画
部
長

に
復
帰
す
る
予
定
。

※

※

横
山
英
昭
氏（
よ
こ
や
ま
・

ひ
で
あ
き
）
�
１
９
８
０
年

生
ま
れ
。
２
０
０
３
年
宮
崎

産
業
経
営
大
学
経
営
学
部
卒

後
、コ
ス
モ
ス
薬
品
に
入
社
。

１６
年
８
月
取
締
役
店
舗
運
営

部
長
、
１７
年
８
月
兼
営
業
本

部
長
。宮
崎
県
出
身
。３７
歳
。

横山新社長

政
府
が
総
額
表
示
推
奨
へ

重
大
な
デ
フ
レ
リ
ス
ク
再
来

消費税問題ス
ー
パ
ー
な
ど
反
発
必
至

ハウス食品
グ ル ー プ

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
変
革

六
次
中
計
、４
月
か
ら
始
動

来年１月、九州で共同配送
納品先荷受時の負担も軽減

社
長
に
横
山
取
締
役

１
年
で
ト
ッ
プ
交
代

コ
ス
モ
ス
薬
品

●明治ＨＤ中長期計画●

国国
内内
食食
品品
はは
選選
択択
とと
集集
中中

海
外
は
飛
躍
的
拡
大
目
指
す

自然原料100％

TEL053-587-1025

「
食
品
安
全
確
保
へ
の
活
用
を
」

（
食
品
検
査
特
集

４
～
５
面
）

「
Ｇ
Ｍ
Ｓ
、
Ｓ
Ｍ
各
社
の
動
向
」

（
総
合
流
通
特
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３

６
～
８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

食品メーカー６社
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